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上 川 散 策 

  突然ですが、みなさんは月日が経つのが早いと感じることはありませんか？ 

 もう、お正月の雰囲気など微塵もなく一年でもっとも寒いといわれる２月を迎えて体調を整

えるのも苦労されてることと思います。今少しすると、年度が替わる時期になり新しい出会い

や別れがあり、より一層時間の経過を感じることでしょう。そこで今回はこの時の流れをちょこ

っと遅らせて、かいしゃの周りを歩いてみました。 

 左の石碑は、かいしゃから歩いて２分と、近所に存在しています。この

石碑は「幻境の碑」というものです。 

  幻境 

    秋山國三郎   北村透谷  親交の地 と書かれています。 

「幻境の地」とは、北村透谷の書いた『三日幻境』という紀行文の中で、

ここが幻境の地であり希望の故郷であると絶賛したのにちなんだそうです。 

ちなみに秋山國三郎は地元村会議員で自由民権運動家として活躍し、北村透谷は詩人で

かの有名な島崎藤村らと雑誌「文学界」を出版し藤村に大きな影響を与えた人物です。 

幻にならぬように、みなさんとかいしゃがより繁栄するように、時間を大事にしていきたいもの

です。 

勉 強 会 実 施 

 寒い日が続く中、みなさんお仕事ご苦労様です。巷では風邪が流行っていますが、体調

管理に気を付けて頑張ってください。日々、みなさんが行っている仕事はサービス業に入り

ます。そこで今回、何がお客様や利用者にとって必要か、何を求めているのかを原点に戻っ

て考えようということで、かいしゃを代表して特掃班では勉強会を２月１０日に実施します。こ

の内容につきましては後々お知らせしたいと思います。他の部署で働いているみなさんも毎

日の仕事の中で疑問や提案等をお持ちの方もあるかと思います。仲間内で色々な話し合い

がしたいなどのご希望があれば会場、日程など調整させていただきます。お気軽にお申し

出ください。なお、希望に沿わない場合もありますのでご了承ください。 

                

編 集 後 記 

 この写真は三浦半島から望んだ富士山です。写真ではわか

りにくいですが実に壮大で、仕事の手をひと時忘れさせる風景

ですね。これは某編集助手が撮ってきたものです。名誉の為

に補足しますと、この場所は三浦半島にある、ＮＴＴの基地局

の屋上を清掃するというれっきとした仕事をしに行ってるので

す。こういった景色を眺めながらの仕事だと、さぞはかどること

でしょう。この他にも箱根の温泉街や横浜の中華街といった東

京では味わえない所へも出向いているのです。行っている人に聞くと、このような所は仕事

でなくプライベートで行くほうがいいと言いますが、みなさんはどうお思いでしょうか。 

 〔訂正〕前月にお知らせした世田谷のパトロールですが、急遽延長することとなりました。や

はり今の世の中は治安に目を向けられてるようです。みなさんも危機意識をお持ちでしょう

か？ 
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